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20 ～ 25 年のことである．その発展プロセスは障
がい者差別の撤廃，高齢者などのいわゆる社会的
弱者への配慮，社会的公正の実現などを背景とし




















































感じるとともに，1970 年代くらいから UD の考
え方を持ち始めた．1985 年に Designers West












参考までに 2006 年 12 月に採択された国連の
障害者権利条約（後述）における UD の定義を
示す．同条約第 2 条では，”Universal design” 
means the design of products, environments, 
programmes and services to be usable by all 
people, to the greatest extent possible, without 
the need for adaptation or specialized design. 
“Universal design” shall not exclude assistive 
devices for particular groups of persons with 


















的に UD の原則を整理してきた 17）．1997 年に公






































UD と混同されやすい概念である BF について
説明しておく．1974 年 6 月のバリアフリーデザ
インに関する専門家会議（国連障害者生活環境専
門家会議）において，報告書『バリアフリーデザ


























のが UD である 2）．なお，アクセシビリティが確
保されたうえでの，使い勝手の良さのことをユー
ザビリティという 4,7,8）．以上の関係を図 1 に示す．
なお , 社会的包摂（Social Inclusion）とは国民一
人ひとりを社会の構成員として取り込むことであ
り，反対に何らかの原因で個人や集団が社会から




UD の本質である 3）．あるいは，BF が問題提起
解決型デザインであるとすれば，UD は発想型デ
ザインである 20）．出来上がったデザインが同じ















2013 年 6 月の「障害を理由とする差別の解消の
推進に関する法律（障害者差別解消法）」の成立（施
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にありユニバーサル（技術規程）の考え方が広がっ




い 2）．例えば，UD（あるいは 7 原則）と ADA















UD の 7 原則は使用を前提とした製品や建築物
のデザインを指すものであり，ユーザのサポート
やコミュニケーションまでは言及していない 21）．
日本では 1990 年代後半以降 UD が広まるが，コ
ミュニケーションや人的サポートなどの取り組み
が十分に検討されることは無かった．以上を背景









































































ている 9）．従って，情報関連分野が UD を最も進
めやすい分野の一つであるといえる 2,8）．以上を
























は 2013 年末で 82.8% であり，インターネットは
今や社会インフラストラクチャー（インフラ）の
一つといえる．
2013 年末には 65 歳以上の高齢者割合は 25%
を超えており，4 人に 1 人は高齢者という超高齢





例えば，2013 年末では 70 歳代の利用率は 50%






























ンテンツのデザインをウェブ UD という 8）．これ
には，前述したアクセシビリティとユーザビリ























































年 9 月 8 日現在）．UD に関する文献は 286 件で
あり，初めて UD の文献が医中誌に出たのは




解説・総説が 120 件，会議録が 108 件，原著が




































































































































れば 64 歳と 65 歳で極端な差異を見出すことは





















BF は製品や建築物の使いにくさに対する 2 次予



























「BF の時代から UD の時代へ変わる」「UD は
BF の上位概念である」という表現を見かけるが，





















































































見出すことができる．Design for All を目指すの
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５．２　ユニバーサルデザイン的な発想の具体例
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Syuichi OOKI，Kiyomi HIKO
The Similarities between Universal Design and 
Public Health Approach
Abstract
　Universal design is the concept of designing products or environments for all people to use as 
easily as possible. It originated in the fields of architectonics and engineering and spread in the late 
1980s. Universal design differs from barrier-free design in that universal design is an approach for 
all users, while barrier-free design is an approach aimed specifically at users who have some 
difficulty in using a particular product or architectural structure. These two design concepts are 
not mutually exclusive. It is important to adopt universal design as a basic approach and to use 
barrier-free design as a supplementary approach. The relationship between barrier-free and 
universal design is comparable to that between the high-risk approach and the population approach, 
or between secondary/tertiary prevention and primary prevention in public health. The concept of 
universal design has spread and has had a ripple effect on many academic and practical domains. It 
also provides useful suggestions for both hardware （physical aspect） and software （human aspect） 
when supporting people with health problems or when conducting community-based participatory 
research in the field of health care.
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